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公益財団法人海洋生物環境研究所（海生研）研究員の池上隆仁です。放医研の福田さんよ

り指名を受けて、第 6 回の若手コラムを担当します。私は 2013 年 3 月に九州大学で博

士号を取得しました。その後、オスロ大学（ノルウェー）、海洋研究開発機構でのポスド

ク期間を経て、2014 年 4 月より現在の職場で研究を続けています。私はこれまで、北太

平洋、ベーリング海、北極海をフィールドに、環境指標としてのプランクトン研究およ

び、海洋の物質循環に果たすプランクトンの役割について研究を行ってきました。現在

は北極海を中心にこれまでのプランクトン研究を進めています。また、福島沖合をフィー

ルドに海洋放射能分野にも挑戦しています。海洋放射能というとこれまでの私の研究と

は異なる分野のように感じられるかもしれませんが、海水、海洋生物、海底堆積物の間の放射性物質の挙動を調

べ、海洋における物質循環の一つを明らかにするという点で同じ目標を持っています。私は、これから研究者と

して歩んでいく中で、大きなものから小さなものまでたくさんの目標があります（この場で全部はお話できませ

んが）。自分の専門（珪質殻プランクトンの１グループである Radiolaria）を深く追求していくのはもちろんです

が、幅広く経験を積み、最終的に自分の目指す方向へとたどり着ければと思っています。ゆっくりですが、着実

に進んでいきたいと考えています。

自分の目標の一つに、多くの方々に自分の研究を知ってもらいたいというのがあります。研究成果を、学会で

発表するだけではなく、論文として世に出すのが研究者の仕事です。私はまだ駆け出しの研究者ですので、これ

からたくさんの論文を書きたいと思います。論文は、どんなジャーナルに載ったものであれ、自分が心血を注い

で書いたものならば尊いものだと思います。論文は私にとって青春のファイヤーボールなのです。一つの論文が

出来上がるまでには、研究計画から試料採取、学会発表、論文執筆までたくさんの人との出会いがあります。論

文の中にはそれらが詰まっています。

同じ分野の研究者だけでなく、さらに他の分野の研究者や一般の人達にも自分の研究に興味をもってもらえた

のでしょうか。それは、生物（特に浮遊動物）の個体数を把握するた

めによく用いられる「プランクトンネット」と呼ばれる道具で採集

するには、ミズクラゲのサイズが大きすぎて、採集道具としての機

能を十分に発揮できていないのではないかと危惧されていること、

また、漁網を使うと（集群を捕らえてしまった場合には）すぐに破れ

てしまって使いものにならなくなってしまうこと、そもそも現在の

ところ水産としての利用価値が低いので、網を壊してまで採集した

くない、というのが理由として挙げられます。そこで今、いろいろ

な研究者が様々な道具を使ってクラゲの個体数を数える手法の研究

をしています。例えば、最新技術である「音響カメラ」を用いた方

法というのがあります。これは我々が健康診断などに用いられてい

る CT スキャンのようなもので、見えない海の中を透視する方法で

す。この方法ではクラゲの判別が可能で、クラゲがどのように居る

のかを明瞭に把握することが出来る反面、機器が高価だったりしま

す。また、まだ新しい方法なので、どのように調査を行えばその湾

の代表値となるのかということも「経験数」が少ない分、まだ我々

もどのように用いれば良いのか理解出来ていません。もう少し、安

価なものでは「魚群探知機」という方法もありますが、今のところ

まだ魚類との判別が確定的ではないことなどがあり、実用化するま

でにまだまだハードルがあります。しかし、徐々に問題はクリアさ

れてきており、近い未来には実用化出来るようになるでしょう。

このように内湾のミズクラゲですら「増減を理解する」というこ

とだけでも課題が山積なのです。これがエチゼンクラゲとなるとど

うでしょう。エチゼンクラゲは東シナ海で産まれ、日本へは流され

てやってきます。エチゼンクラゲの場合は幸いにも巨大であるた

め、海面の目視観測や魚群探知機で把握することが出来ます。しか

し、エチゼンクラゲで重要なのはどのように「流される」のか、な

のです。「流される」と書きましたが、実際には、クラゲ自身が泳

ぐ、すなわち「能動的な動き」というのもありますので、「能動的

な遊泳行動」と「海水の流れ」というのを複合的に考えなければな

りません。つまり、生物学を用いた研究と物理学の研究を共同して

行う必要があるのです。こうした課題を乗り越えると、エチゼンク

ラゲは何時、どこに、どれくらいのクラゲがいるのか、或いは今後

どうなるのかが明らかになってくるのです。

こうしてみてみると、「クラゲ？　たかがクラゲでしょ？」と思

えるような研究ですが、海洋学全体で捕らえてみると、この分野の

発展に寄与できる部分は多くあるのではないだろうか、とわたしは

考えています。� （つづく）

アカデミア メランコリア（第 6 回）（若手のコラム）
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ら、それはとても嬉しいことです。同じ海洋の研究をしているならば、多くの分野が実際にはどこかで関連し、
つながると私は考えています。しかしながら、私自身、異なる分野の人に興味を持ってもらえた経験はまだ少な

いです。その原因の大部分は私自身の説明が磨かれていない場合や、相手の専門分野について十分に理解してい

なかった場合がほとんどであったと思います。異なる分野の人に自身の研究内容について話した場合、相手の専

門分野によって、興味を持つ部分や、ぶつけてくる疑問は様々です。相手が自分の研究のどんなところに興味を

持ってくれたのかを知ることで、自分の中に新たな視点が生まれます。一見つながりが無さそうな分野でもその

分野の研究者と話すことで、共同研究に発展し、自分の研究分野のブレイクスルーにつながることが有るのでは

ないかと考えています。私は、海洋学会には学部４年のころから入会していますが、海洋学会ではまだあまり学

会発表をしていません。海洋学の様々な研究者が一同に会する海洋学会で、良い刺激を受けたいと思います。


